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近
代
人
、
有
島
武
郎
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発
達
と
限
界―

葛
　

井
　

義
　

憲

は
じ
め
に

　

近
代
人
こ
そ
「
自
己
中
心
の
野
蛮
人
」
で
あ
る
。
内
村
鑑
三
は
一
九
一
四
（
大

正
三
）
年
の
「
近
代
人
」（「
聖
書
之
研
究
」
一
六
二
号
所
収
、
一
九
一
四
年
一
月
）
と
い

う
小
見
出
し
が
付
さ
れ
た
文
章
の
中
で
、
こ
の
こ
と
を
語
っ
た
。「
彼
（
＝
近
代

人
）
に
多
少
の
知
識
は
あ
る
（
主
に
狭
い
専
門
的
知
識
で
あ
る
）、
多
少
の
理
想

は
あ
る
、
彼
は
芸
術
を
愛
し
、
現
世
を
尊
ぶ
、
彼
は
所
謂
「
尊
ぶ
べ
き
紳
士
」

で
あ
る
。
然
し
彼
の
中
心
は
自
己
で
あ
る
。
近
代
人
は
自
己
中
心
の
人
で
あ
る
。

自
己
の
発
達
、
自
己
の
修
養
、
自
己
の
実
現
と
、
自
己
、
自
己
、
自
己
、
何
事

も
自
己
で
あ
る
。（
中
略
）
近
代
人
は
堕
落
せ
る
ア
ダ
ム
と
同
じ
く
、
自
身
神
と

な
ら
ざ
れ
ば
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。
寔

ま
こ
と

に
彼
は
ア
ダ
ム
の
裔
で
あ
る
。（
中
略
）

余
輩
は
曰
へ
り
、
近
代
人
は
自
己
中
心
の
野
蛮
人
な
り
と
。」（『
内
村
鑑
三
全
集
』

二
〇
、
二
三
九
頁―

二
四
〇
頁
）
。

　

キ
リ
ス
ト
の
血
潮
に
よ
っ
て
罪
が
贖
わ
れ
る
十
字
架
の
信
仰
、
贖
罪
信
仰
に
生

き
る
内
村
は
「
自
己
中
心
」
の
近
代
人
と
は
異
な
り
、
神
に
あ
っ
て
生
き
る
「
旧

人
」、
人
と
人
と
の
間
の
憎
悪
が
平
和
へ
と
変
わ
る
こ
と
を
神
に
祈
っ
て
働
く

「
旧
人
」
で
あ
る
。
そ
の
「
旧
人
」
の
弟
子
に
、
有
島
武
郎
が
い
た
。
彼
も
ま
た

真
理
を
求
め
、
理
想
を
求
め
、
キ
リ
ス
ト
に
倣
っ
て
生
き
よ
う
と
し
た
。
け
れ
ど

も
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
み
に
立
つ
「
旧
人
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
そ
れ
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
彼
を
「
棄
教
者
」
と

し
て
切
捨
て
、
彼
の
「
内
な
る
声
」「
求
道
へ
の
叫
び
」
に
耳
を
塞
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
れ
は
内
村
鑑
三
研
究
（
内
村
と
有
島
の
親
交
に
つ
い
て
は
別
稿
以
降

に
譲
る
が
）
を
発
展
さ
せ
る
上
で
、
ま
た
、
近
現
代
に
果
た
す
宗
教
の
意
義
・
役

割
を
考
え
る
上
で
も
必
要
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
は
、「
棄
教
」
し

た
以
降
の
有
島
に
重
点
を
置
い
て
、
彼
の
思
想
展
開
を
考
察
、
素
描
し
て
ゆ
く
こ

と
に
す
る
。

一
　

有
島
の
「
神
」

　

有
島
は
自
ら
の
求
道
を
日
記
「
観
想
録
」
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
「
第
二
巻
」

に
、
次
の
よ
う
な
有
島
の
自
己
凝
視
を
綴
っ
た
一
文
（
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）

年
一
二
月
三
一
日
付
）
が
あ
る
。

〝
貧
乏
人
、
無
知
ノ
人
、
罪
人
、
嗚
呼
窮
セ
ザ
レ
バ
基
督
ノ
酒
宴
ニ
侍

ル
モ
ノ
ナ
キ
ガ
如
〟
シ
ト
ハ
実
ニ
真
理
ナ
リ
。
余
ノ
家
ハ
幸
カ
不
幸
カ
不
足
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ナ
キ
マ
デ
ニ
富
メ
リ
。
余
ハ
自
力
ノ
屁
理
屈
ヲ
製
造
シ
得
ル
程
ノ
智
識
ヲ
有

ス
。
余
ハ
余
ノ
歴
史
ニ
於
テ
悲
劇
ニ
接
シ
コ
ト
殆
ン
ト
皆
無
ナ
リ
キ
ー
恐
ク

ハ
縷
々
来
リ
シ
ナ
ラ
ン
、
サ
レ
ド
モ
余
ノ
罪
深
キ
不
注
意
ハ
之
レ
ヲ
放
任
シ

タ
リ
キ
ー
嗟
、
余
ハ
実
ニ
基
督
ノ
酒
宴
ニ
侍
リ
難
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
サ
ハ
レ
神

ハ
全
ク
余
ノ
行
路
ヲ
杜
絶
シ
給
ハ
ジ
。
余
ヲ
窄
キ
門
ニ
導
キ
給
ハ
ン
ガ
為
メ

ニ
ハ
余
ハsinful
ナ
ル
コ
ト
ヲ
覚
悟
ス
可
キ
一
事
ヲ
残
サ
レ
タ
リ
。
余
ノ
行

路
ニ
ハ
陥
穽
ト
障
害
多
シ
。
而
カ
モ
余
ハ
行
ク
可
シ
、
行
カ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。

（『
有
島
武
郎
全
集
』
第
十
巻
、
一
一
三
頁
）

　

彼
は
富
裕
な
環
境
（
父
、
武
は
横
浜
税
関
長
、
国
債
局
長
な
ど
を
歴
任
）
に

守
ら
れ
て
、
種
々
の
辛
酸
を
な
め
る
体
験
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
き
、
ま
た
、

訪
れ
た
か
も
し
れ
な
い
色
々
な
窮
状
に
鋭
く
反
応
で
き
な
い
感
性
の
鈍
さ
を
恨

ん
で
い
る
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
無
関
心
、
冷
淡
さ
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
を
、
有

島
の
「
家
」
の
裕
さ
と
そ
の
富
め
る
環
境
の
も
と
で
得
た
自
己
を
正
当
化
す
る

「
屁
理
屈
」
に
あ
る
と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
一
方
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書

一
四
・
一
三（
宴
会
を
催
す
と
き
に
は
、む
し
ろ
、貧
し
い
人
、体
の
不
自
由
な
人
、

足
の
不
自
由
な
人
、
目
の
見
え
な
い
人
を
招
き
な
さ
い
。）
に
促
さ
れ
、
自
己
も
、

他
者
も
含
め
た
人
間
に
生
じ
る
悲
劇
、
苦
悩
、
絶
望
に
対
し
て
反
応
し
、
そ
の
側

に
寄
り
添
お
う
と
の
感
受
性
も
備
え
て
い
た
。
そ
れ
故
、
彼
は
「
人
間
ニ
シ
テ
真

ノs

マ

im
p

マ

asy

ナ
キ
モ
ノ
ハ
殆
ン
ド
人
間
ニ
ア
ラ
ズ
。sim

pasy

ナ
キ
人
間
ガ
不
徳

ヲ
ナ
ス
ナ
リ
。
不
倫
ヲ
敢
テ
ス
ル
ナ
リ
。」（「
観
想
録
第
一
巻
」
一
八
九
八
年
四
月
二
四

日
付
（『
有
島
武
郎
全
集
』
第
十
巻
所
収
）、
九
九
頁
）
と
の
言
葉
も
記
す
。
彼
は
キ
リ
ス

ト
教
を
媒
体
と
し
て
「
痛
み
」
の
関
心
と
そ
れ
へ
の
共
感
を
深
め
、
他
者
の
悲
劇

や
苦
悩
に
対
す
る
冷
や
か
さ
を
人
間
の
「
罪
」「sinful

ナ
ル
コ
ト
」
と
捉
え
た
。

　

有
島
は
如
上
の
「
日
記
」
に
記
載
し
た
二
年
前
の
、
一
八
九
六
年
九
月
よ
り
札

幌
農
学
校
で
の
生
活
を
始
め
、
有
島
家
と
交
際
の
あ
っ
た
同
校
教
授
、
新
渡
戸
稲

造
の
下
に
寄
寓
し
た
。
そ
し
て
こ
の
新
渡
戸
と
の
同
居
は
学
習
の
上
で
も
、
人
格

形
成
の
上
で
も
キ
リ
ス
ト
者
の
彼
か
ら
感
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼

の
親
友
、
内
村
鑑
三
の
著
作
や
聖
書
を
愛
読
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。「
観
想

録
第
一
巻
」
は
新
渡
戸
のB

ible C
lass

で
学
ぶ
有
島
の
姿
を
し
ば
し
ば
記
し
て

い
る
（
同
書
、
二
九
頁
、
三
二
頁
、
三
六
頁
、
四
〇
頁
）。
そ
う
し
た
学
び
と
心

の
耕
し
の
も
と
で
、
一
八
九
八
年
四
月
に
「
観
想
録
第
一
巻
」
に
シ
ン
パ
シ
ー

の
文
章
を
綴
っ
た
十
ヶ
月
ほ
ど
後
、
彼
は
「
基
督
教
信
者
」（「
観
想
録
第
二
巻
」

一
八
九
九
年
二
月
二
一
日
付
（
同
書
所
収
）、
一
二
七
頁
）
に
な
り
た
い
と
表
白
す
る
。
シ

ン
パ
シ
ー
は
有
島
を
捕
ら
え
、
キ
リ
ス
ト
教
は
有
島
に
シ
ン
パ
シ
ー
の
意
義
を
教

え
、
そ
の
具
体
化
を
も
促
し
た
。
し
か
し
て
、
そ
の
結
実
の
一
つ
は
、
有
島
が

一
九
〇
〇
年
秋
ご
ろ
よ
り
札
幌
の
「
遠
友
夜
学
校
」
で
学
習
指
導
者
と
し
て
奉
仕

し
だ
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
遠
友
夜
学
校
」
は
一
八
九
四
年
一
月
、
新
渡

戸
に
よ
っ
て
札
幌
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
開
校
の
趣
旨
は
「
貧
窮
せ
る
家

庭
の
児
童
並
に
晩
学
者
」の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
（
拙
稿
「
新
渡
戸
稲
造
と
留
岡
幸
助
」

（「
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
《
社
会
科
学
篇
》」
三
九―

三
所
収
）
、
一
〇
五
頁―

一
〇
六
頁
）
。
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
社
会
の
片
隅
に
救
い
の
光
を
灯
し
た
そ
の
愛
の
働
き
に
、
有

島
も
倣
お
う
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
一
九
〇
一
年
三
月
に
は
、
彼
は
内
村
鑑
三

た
ち
が
築
い
た
札
幌
独
立
教
会
（
一
八
九
一
年
に
設
立
）
に
入
会
し
た
。

　

こ
の
キ
リ
ス
ト
の
僕
と
し
て
、
社
会
の
痛
苦
に
心
を
寄
せ
て
活
動
し
、
そ
こ
に

平
安
の
訪
れ
を
祈
る
彼
は
そ
れ
か
ら
二
〇
年
ほ
ど
後
の
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年

三
月
に
刊
行
し
た
定
稿
『
惜
し
み
な
く
愛
は
奪
ふ
』
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
自
ら

の
日
々
を
振
り
返
り
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
語
る
。

他
人
眼
か
ら
見
て
相
当
の
精
進
と
思
は
れ
る
べ
き
私
の
生
活
が
幾
百
日
か
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続
い
た
後
、
私
は
あ
る
決
心
を
以
て
神
の
懐
に
飛
び
入
つ
た
と
実
感
の
や
う

に
空
想
し
た
。
弱
さ
の
醜
さ
よ
。
私
は
こ
の
大
事
を
見
事
に
空
想
的
に
実
行

し
て
ゐ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『
有
島
武
郎
全
集
』
第
八
巻
、一
三
四
頁
）

　

こ
の
著
書
は
米
欧
か
ら
帰
国
（
一
九
〇
三
年
九
月―

一
九
〇
七
年
四
月
）
後
、

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
札
幌
農
学
校
を
改
称
）
の
英
語
講
師
と
し
て
迎
え
ら

れ
、
米
欧
遊
学
以
前
も
教
会
員
と
し
て
出
席
し
て
い
た
札
幌
独
立
教
会
を
退
会

（
一
九
一
〇
年
五
月
）
し
た
十
年
後
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
札
幌
独
立
教

会
退
会
後
の
十
年
は
有
島
が
苦
し
み
求
め
た
信
仰
を
「
空
想
」
と
ま
で
冷
や
か
に

言
い
切
ら
せ
る
ほ
ど
の
年
月
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
私
た
ち
は
こ
の
十
年
余
り
の
風

雪
の
歳
月
に
秘
め
ら
れ
た
有
島
の
「
苦
渋
の
足
跡
」
に
思
い
を
馳
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
彼
は
語
る
。

私
は
完
全
に
せ
よ
、
不
完
全
に
せ
よ
甦
生
し
て
ゐ
た
ら
う
か
。
復
活
し
て

ゐ
た
ら
う
か
。
神
に
よ
つ
て
罪
の
根
か
ら
切
り
放
さ
れ
た
約
束
を
与
へ
ら
れ

た
ら
う
か
。

神
の
懐
に
飛
び
入
つ
た
と
空
想
し
た
瞬
間
か
ら
、
私
が
格
段
に
瑕
瑾
の
少

な
い
生
活
に
入
つ
た
こ
と
は
そ
れ
は
確
か
だ
。
私
が
隣
人
か
ら
模
範
的
の
青

年
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
は
、
私
の
誇
り
と
し
て
ゞ
は
な
く
、
私
の
み

じ
め
な
懺
悔
と
し
て
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。 

（
同
頁
）

　

彼
は
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
誓
っ
た
後
、「
清
教
徒
の
や
う
な
清

い
生
活
を
し
、
聖
書
を
食
と
し
、
祈
祷
を
糧
」
と
し
て
過
ご
し
た
（『
リ
ビ
ン
グ
ス

ト
ン
伝
』
第
四
版
序
言
、
一
九
一
九
年
（『
有
島
武
郎
全
集
』
第
七
巻
所
収
）、
三
六
七
頁
）
。
そ

こ
に
は
、
謙
遜
と
清
貧
、
愛
と
従
順
を
備
え
、
た
だ
ひ
た
す
ら
「
聖
生
涯
」
を
送

ろ
う
と
の
強
い
決
意
が
あ
る
。
そ
し
て
「
観
想
録
第
二
巻
」（
一
九
〇
〇
年
一
月

二
四
日
付
）
は
「
聖
書
ヲ
読
ミ
心
ヨ
リ
ノ
祈
祷
ヲ
神
ニ
捧
」（『
有
島
武
郎
全
集
』
第

十
巻
、
一
六
五
頁
。）
げ
る
生
活
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
聖
生
涯
」
を
望
む
生

活
は
武
郎
が
本
来
求
め
る
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
な
の
か
と
問
い
つ
づ
け
た
と

き
、
そ
れ
は
「
本
来
、
求
め
る
べ
き
武
郎
」
形
成
で
な
く
、
そ
の
形
成
を
妨
害
す

る
も
の
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
や
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
聖
生
涯
」
を

望
む
生
活
は
「
あ
る
べ
き
本
来
の
武
郎
」
か
ら
逸
脱
し
て
、
他
者
の
賛
辞
を
受

け
る
「
模
範
的
な
武
郎
」
形
成
を
目
指
す
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
た
。

「
私
有
島
」
は
私
有
島
の
「
顧
慮
の
対
象
な
る
外
界
」
に
支
配
さ
れ
、
そ
し
て
そ

の
「
外
界
」
の
望
む
形
に
造
ら
れ
て
し
ま
う
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。「
本
来
の
あ

る
べ
き
私
（
一
八
七
八
年
三
月
四
日
、
有
島
武
の
長
男
と
し
て
東
京
市
小
石
川
に

誕
生
。
一
八
九
六
年
七
月
、
学
習
院
中
等
科
卒
業
。
同
年
九
月
、
札
幌
農
学
校
予

科
五
年
に
入
学
。）」「
独
立
し
た
一
人
の
私
」
を
求
め
て
、
北
海
道
に
遊
学
し
、

ま
た
キ
リ
ス
ト
者
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
聖
生
涯
」
は
彼
の
希
求

を
壊
滅
さ
せ
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
「
生
涯
」
を
客
観
的
に
冷
酷
に

眺
め
た
と
き
、
自
分
は
「
底
の
な
い
空
虚
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
な
不
安
」
に
襲

わ
れ
た
。
そ
し
て
有
島
の
心
の
底
か
ら
湧
き
上
が
る
声
は
、「
お
前
は
私
（
＝
有

島
の
深
奥
の
声
）
か
ら
遠
ざ
か
つ
て
、お
前
の
い
ふ
こ
と
な
り
、思
ふ
こ
と
な
り
、

実
行
す
る
こ
と
な
り
が
、
一
つ
残
ら
ず
外
部
の
力
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
る
や
う
に

な
る
。
お
前
に
は
及
び
も
つ
か
ぬ
理
想
が
出
来
、
良
心
が
出
来
、
道
徳
が
出
来
、

神
が
出
来
る
。
而
し
て
そ
れ
は
、
皆
私
が
お
前
に
命
じ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
外

部
か
ら
借
り
て
来
た
も
の
ば
か
り
な
の
だ
。
さ
う
い
ふ
も
の
を
振
り
廻
し
て
、
お

前
は
お
前
の
寄
木
細
工
を
造
り
始
め
る
の
だ
」（
定
稿
『
惜
し
み
な
く
愛
は
奪
ふ
』（『
有

島
武
郎
全
集
』
第
八
巻
所
収
）、
一
四
四
頁
。）
と
非
難
す
る
。
彼
が
求
め
た
「
理
想
」、

彼
が
知
っ
た
「
神
」
は
「
本
来
あ
る
べ
き
私
」
を
育
み
、「
本
来
あ
る
べ
き
私
」

の
「
礎
」
に
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
実
際
に
達
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
深
奥
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の
声
」
と
も
異
な
る
も
の
だ
と
頷
か
さ
れ
た
。

　

彼
に
は
、
自
ら
の
「
理
想
」
も
、
自
ら
の
「
神
」
も
、
彼
の
心
を
揺
り
動
か

し
、
彼
の
「
心
の
奥
底
の
思
い
」
を
汲
み
取
る
だ
け
の
力
を
有
し
て
い
な
い
と
思

え
た
。
そ
れ
ら
は
た
だ
有
島
を
「
外
界
」
と
調
和
さ
せ
、
そ
こ
で
安
住
し
え
る

「
形
」
に
造
り
あ
げ
る
「
外
部
の
力
」
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
確
か
に
彼
の
深

奥
に
訴
え
る
力
を
持
っ
て
な
い
の
だ
。
そ
れ
故
、
彼
は
「
外
部
の
力
」、「
外
部
の

標
準
」
に
よ
っ
て
「
寄
木
細
工
」
の
よ
う
に
形
造
ら
れ
た
「
私
有
島
」
を
「
あ
る

べ
き
本
来
の
私
」
と
捉
え
る
ど
こ
ろ
か
、
忌
む
べ
き
、
誤
っ
た
像
だ
と
理
解
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
形
成
、
彫
像
に
励
ん
だ
「
模
範
的
な
キ
リ

ス
ト
者
、
武
郎
」
は
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
投
げ
捨
て
て
、
彼
の
「
深
奥
か
ら
湧
き

起
こ
る
全
要
求
」
に
応
じ
て
生
き
よ
う
と
決
意
す
る
。
こ
れ
は
有
島
の
信
仰
道
程

か
ら
表
れ
る
べ
く
し
て
表
れ
た
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。

　

「
神
の
徒
」
と
な
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
シ
ン
パ
シ
ー
の
耕
し
は
他
者
の
痛
み

に
心
を
寄
せ
、
そ
の
治
癒
・
救
済
へ
の
働
き
に
向
か
わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
他
の

存
在
か
ら
も
期
待
さ
れ
る
人
間
と
な
る
こ
と
も
武
郎
に
お
の
ず
と
強
い
て
い
た
。

そ
こ
で
は
、「
外
界
」
が
望
む
よ
う
な
「
私
（
＝
有
島
）」
と
な
り
え
て
も
、「
何

も
の
に
も
左
右
さ
れ
な
い
私
」「
本
来
あ
る
べ
き
私
」
に
は
な
り
え
な
い
。
し
か

も
、
有
島
は
こ
の
「
本
来
あ
る
べ
き
私
」「
何
も
の
に
も
左
右
さ
れ
な
い
私
」
形

成
を
第
一
義
と
し
て
希
求
す
る
以
上
、
罪
を
贖
い
、
救
う
キ
リ
ス
ト
教
、
十
字
架

に
の
み
立
つ
信
仰
生
活
と
の
訣
別
も
招
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
有
島
に
は
、「
絶
対

者
な
る
神
」
が
彼
の
全
人
格
に
関
わ
り
、
彼
を
打
ち
砕
い
て
、
否
定
し
、
悔
い
改

め
を
迫
り
つ
つ
、
赦
し
、
愛
す
存
在
と
し
て
表
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
全
存

在
を
揺
さ
ぶ
る
霊
的
体
験
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
「
い
の
ち
の
息
吹
、
甦
生
の

風
」（spiritus sanctus

）
も
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
に
と
っ
て

の
「
全
能
の
神
」
は
彼
の
「
本
来
あ
る
べ
き
私
」
を
形
成
す
る
た
め
の
一
要
素
で

あ
り
、「
私
有
島
」
を
是
認
し
、「
私
有
島
」
に
奉
仕
す
る
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
そ
れ
は
言
い
換
え
る
な
ら
、
彼
が
「
絶
対
者
に
赦
さ
れ
、
生
か
さ
れ
、

導
か
れ
る
」
の
で
な
く
、
彼
が
「
絶
対
者
」
を
使
役
し
、「
絶
対
者
」
を
利
用
す

る
だ
け
だ
っ
た
。
彼
の
「
神
」
は
彼
の
「
顧
慮
の
対
象
な
る
外
界
」
の
「
神
」
で

あ
っ
て
、
彼
の
心
の
奥
底
に
深
く
食
い
入
る
「
神
」
で
も
、
彼
の
心
の
奥
底
を
激

し
く
揺
さ
ぶ
り
、
叱
り
、
愛
し
、
語
り
か
け
る
「
神
」
で
も
な
か
っ
た
。
彼
は

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
「
小
樽
新
聞
」
に
掲
載
し
た

「
内
部
生
活
の
現
象
」
で
こ
の
思
い
を
痛
烈
に
書
き
記
し
て
い
る
。
長
く
煩
わ
し

い
が
、
抜
き
書
き
す
る
。

お
前
は
教
師
や
聖
書
か
ら
教
へ
ら
れ
た
神
と
云
ふ
観
念
か
ら
、
お
前
の
理

解
の
出
来
る
丈
け
を
切
取
つ
て
神
な
り
と
し
て
居
た
の
だ
。
だ
か
ら
お
前
は

神
を
信
ず
る
と
云
ふ
事
を
広
言
し
て
か
ら
も
、
お
前
の
生
活
は
実
質
的
に
は

何
等
の
相
違
を
も
来
た
さ
な
か
つ
た
の
だ
。
若
し
相
違
が
出
来
た
と
し
た
ら
、

夫
れ
は
実
に
表
面
的
な
事
で
あ
つ
て
、
神
が
お
前
の
衷
に
住
み
ま
す
の
を
経

験
し
た
事
な
ど
は
無
か
つ
た
ろ
う
。
お
前
が
神
を
意
識
す
る
時
は
何
時
で
も

お
前
の
方
か
ら
強
ひ
て
お
前
の
頭
を
働
か
し
て
、
神
を
創
造
し
て
い
た
に
過

ぎ
な
い
の
だ
。
即
ち
お
前
の
最
も
表
面
的
な
理
智
と
感
情
と
の
働
き
で
、
お

前
に
よ
く
似
た
神
を
製
造
し
て
居
た
の
だ
。
而
し
て
お
前
は
上
か
ら
の
力
を

受
け
て
、
お
前
が
自
分
自
身
以
外
の
生
命
に
甦
つ
て
、
已
む
を
得
ざ
る
に
振

ひ
立
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
や
う
な
経
験
は
持
つ
て
い
な
い
の
だ
。
夫
れ
だ

か
ら
お
前
の
祈
は
空
に
向
つ
て
投
げ
ら
れ
た
石
の
や
う
に
、
冷
た
く
力
な
く

再
び
お
前
の
上
に
落
ち
て
来
る
ば
か
り
だ
つ
た
。
夫
れ
に
も
係
は
ら
ず
、
お

前
は
切
羽
つ
ま
る
ま
で
、
お
前
自
身
を
あ
ざ
む
い
て
居
た
。（
中
略
）
是
れ
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か
ら
お
前
は
前
後
も
ふ
ら
ず
お
前
の
魂
に
突
貫
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
お
前
の
魂
の
泉
か
ら
命
を
汲
み
、
そ
の
礎
の
上
に
新
し
い
お
前
を
築
か

ね
ば
な
ら
ぬ
。 

（『
有
島
武
郎
全
集
』
第
七
巻
、
九
四
頁
）

　

「
本
来
の
あ
る
べ
き
私
」
を
形
成
す
る
「
礎
」
は
「
外
界
」
に
あ
る
と
考
え
て

彷
徨
し
つ
づ
け
た
有
島
は
札
幌
独
立
教
会
退
会
を
境
に
「
外
界
」
の
重
圧
か
ら
解

放
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
「
礎
」
を
彼
の
深
奥
に
置
き
、
彼
の
「
内
な
る
声
」
に

聞
き
従
っ
て
「
本
来
の
あ
る
べ
き
私
」
完
成
に
励
も
う
と
す
る
。
有
島
は
「
本
来

の
あ
る
べ
き
私
」
を
形
成
す
る
「
礎
」
を
見
つ
け
た
よ
う
に
思
っ
た
。
彼
は
こ
の

「
礎
」
よ
り
湧
き
上
が
る
「
内
な
る
声
」
に
導
か
れ
、
支
え
ら
れ
な
が
ら
歩
き
つ

づ
け
よ
う
と
す
る
。

ニ
　

「
相
対
界
」
に
生
き
る

　

一
九
一
〇
年
、
札
幌
独
立
教
会
退
会
の
年
に
、
有
島
は
「
二
つ
の
道
」（
同
年

五
月
）、「
も
一
度
「
二
つ
の
道
」
に
就
い
て
」（
同
年
八
月
）
と
い
う
表
題
の
評

論
を
「
白
樺
」
に
執
筆
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
二
つ
の
道
」
掲
載
時
期
は
彼

の
退
会
時
と
同
月
で
あ
り
、
こ
の
評
論
は
彼
の
退
会
決
断
を
な
す
上
で
の
心
の
揺

れ
動
き
と
そ
の
決
意
の
覚
悟
の
ほ
ど
を
表
し
て
い
る
。

「
人
は
相
対
界
に
彷
徨
す
る
動
物
で
あ
る
。
絶
対
の
境
界
は
失
は
れ
た
る
楽

園
で
あ
る
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
同
書
、
六
頁
）

　

エ
デ
ン
の
園
を
出
た
ア
ダ
ム
と
エ
バ
が
抱
い
た
悲
愴
と
そ
れ
を
超
え
て
表
れ
る

希
望
に
思
い
を
巡
ら
し
つ
つ
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
十
分
に
考
え
抜
い
た
結
果
、

独
立
教
会
退
会
を
決
断
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
現
実
に
教
会
を
去
る
に
あ

た
っ
て
、
親
し
き
信
仰
の
友
と
別
れ
る
寂
し
さ
、「
神
」
を
捨
て
去
る
こ
と
の
戦

き
、
不
安
を
押
し
し
ず
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
、「
宇
宙
の

本
体
な
る
人
格
的
の
神
と
直
接
の
交
感
」（『
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
伝
』
第
四
版
序
言
（
同

書
所
収
）、
三
七
一
頁
）
を
こ
れ
ま
で
全
く
な
し
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
絶

望
、
寂
寞
に
襲
わ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
彼
は
と
う
と
う
「
相
対
界
」
の
み
を

彷
徨
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
実
感
す
る
。

今
で
も
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
深
厚
な
同
情
を
以
て
読
ま
れ
る
の
は
、
ハ
ム
レ
ッ

ト
が
此
デ
ィ
レ
ン
マ
（
＝
「
二
つ
の
道
」）
の
上
に
立
つ
て
迷
ひ
ぬ
い
た
か

ら
で
あ
る
。
人
生
に
対
し
て
最
も
聡
明
な
誠
実
な
態
度
を
取
つ
た
か
ら
で
あ

る
。
雲
の
如
き
智
者
と
賢
者
と
聖
者
と
神
人
と
を
産
み
出
し
た
歴
史
の
真
唯

中
に
、
従
容
と
し
て
動
く
事
な
き
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
仰
ぐ
時
、
人
生
の
崇
高
と

悲
壮
と
は
深
く
強
く
胸
に
沁
み
亘
る
で
は
な
い
か
。

（『
有
島
武
郎
全
集
』
第
七
巻
、
九
頁
）

　

有
島
は
憂
愁
を
ひ
め
た
「
眉
目
の
涼
し
い
、
額
の
青
白
い
」ハ
ム
レ
ッ
ト
が「
相

対
界
」
に
と
ど
ま
り
、
葛
藤
と
矛
盾
の
も
と
で
迷
い
つ
つ
、
生
き
よ
う
と
す
る

姿
に
自
ら
の
姿
を
重
ね
て
い
た
。
彼
は
独
立
教
会
退
会
を
決
行
す
る
に
際
し
て
、

「
神
」
と
の
垂
直
な
関
係
を
「
清
算
」
し
て
も
、キ
リ
ス
ト
の
弟
子
と
し
て
学
ん
だ
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
不
正
に
対
す
る
徹
底
し
た
抵
抗
の
精
神
、
ま
た
虐
げ
ら
れ

た
人
々
へ
の
愛
の
業
の
意
義
ま
で
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し

た
「
理
想
」
と
「
現
実
」、「
愛
」
と
「
収
奪
」
の
矛
盾
に
悩
み
つ
つ
生
き
ね
ば

な
ら
な
い
有
島
は
「
人
生
の
崇
高
と
悲
壮
」
を
あ
ら
わ
し
つ
つ
、「
二
つ
の
矛
盾

の
道
」
に
立
っ
て
苦
し
み
、
生
き
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
心
を
馳
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
札
幌
独
立
教
会
退
会
後
に
執
筆
し
た
で
あ
ろ
う
「
も
一
度
「
二
つ

の
道
」
に
就
い
て
」
の
中
で
は
、
彼
が
「
二
つ
の
矛
盾
す
る
道
」
に
立
っ
て
苦
悩

す
る
姿
は
消
え
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
は
た
だ
「
相
対
界
」
を
彷
徨
す
る
現
実
を
受
け
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入
れ
て
生
き
よ
う
と
す
る
。

我
々
の
生
活
に
矛
盾
の
な
い
と
云
ふ
様
な
事
が
、
全
体
間
違
っ
た
事
実
な

の
で
、
決
着
し
た
論
理
が
作
為
で
あ
る
如
く
、
矛
盾
の
な
い
人
生
と
云
ふ
も

の
が
あ
つ
た
ら
ば
、
自
分
は
其
人
生
の
根
底
を
疑
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。
我
々
は
今
ま
で
此
矛
盾
を
苦
痛
だ
と
思
ひ
、
恥
づ
べ
事
だ
と
思
ひ
、
統

一
し
た
一
筋
道
を
歩
ま
ね
ば
、
内
的
生
活
は
立
ろ
に
消
滅
す
る
と
思
つ
て
居

た
が
、
絶
対
的
実
在
と
か
真
理
と
か
云
ふ
も
の
は
、
全
然
人
間
の
思
度
以
外

に
あ
る
も
の
と
感
じ
て
は
、
此
矛
盾
こ
そ
人
間
本
来
の
立
場
だ
と
云
ふ
事
を

覚
つ
て
、
其
中
に
安
住
し
得
る
の
を
誇
る
べ
き
だ
と
思
ふ
。

即
ち
矛
盾
を
抱
擁
し
た
人
間
全
体
と
し
て
の
活
動
、
自
己
の
建
設
と
確

立
、
是
れ
が
我
々
の
勉
む
べ
き
目
前
の
事
業
で
は
な
い
か
。（
中
略
）
絶
対

観
念
に
暇
乞
ひ
を
し
て
、
自
己
に
立
帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
我
々
が
皆

立
帰
る
事
に
於
て
成
功
し
た
な
ら
ば
、
其
上
の
要
求
は
其
時
其
処
に
我
々
を

待
つ
て
居
る
で
あ
ろ
う
。

（「
も
一
度
「
二
つ
の
道
」
に
就
い
て
」 

（『
有
島
武
郎
全
集
』
第
七
巻
所
収
）、
一
八
頁
）

　

有
島
は
公
然
と
「
自
己
に
立
帰
る
」
と
述
べ
る
。
彼
は
「
矛
盾
」
に
満
ち
た
生

活
を
人
間
本
来
の
生
活
だ
と
見
な
し
、
そ
し
て
そ
の
「
矛
盾
を
抱
擁
」
し
た
人
間

の
生
活
に
「
安
住
」
す
る
と
語
る
。
こ
れ
は
「
相
対
界
」
へ
の
復
帰
宣
言
で
あ
る
。

そ
し
て
独
立
教
会
退
会
後
も
逡
巡
し
た
で
あ
ろ
う
「
絶
対
的
実
在
」
の
否
定
、

「
絶
対
界
」
と
の
決
別
宣
告
で
あ
る
。
ま
た
自
ず
か
ら
、
こ
れ
は
「
自
己
の
至
上

性
」
を
標
榜
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

け
れ
ど
も
、
意
気
軒
昂
に
「
自
己
に
立
帰
る
」
と
宣
言
す
る
武
郎
の
相
貌
に
悲

哀
が
あ
る
の
を
見
つ
け
た
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
師
、
内
村
鑑
三
で
あ
る
。
内
村

は
一
九
一
二
年
秋
、
札
幌
を
訪
問
し
た
折
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

た
し
か
明
治
四マ

マ一
年
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
私
は
札
幌
に
於
て
彼
に
会
う

た
其
時
の
彼
は
前
の
彼
と
は
全
く
別
人
で
あ
つ
た
。
前
に
は
オ
プ
チ
ミ
ス

ト
（
楽
観
家
）
な
り
し
彼
は
其
時
は
ペ
シ
ミ
ス
ト
（
悲
観
家
）
に
成
つ
て

居
た
。
彼
の
顔
に
輝
き
し
光
を
今
は
認
め
る
事
が
出
来
な
か
つ
た
。
我
等

彼
の
旧
い
友
人
は
、
彼
の
為
に
も
亦
我
等
の
為
に
も
非
常
に
悲
し
ん
だ
。

（「
背
教
者
と
し
て
の
有
島
武
郎
氏
」
一
九
二
三
年
七
月
掲
載
。（『
内
村
鑑
三
全
集
』

二
七
所
収
）、
五
二
六
頁
）

　

し
か
も
、
そ
の
ぺ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ク
な
気
分
を
強
く
す
る
事
態
が
武
郎
に
忍
び

寄
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
一
九
一
六
年
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
札
幌
を
去
っ
て
、
鎌

倉
で
転
地
療
養
中
の
妻
安
子
が
肺
結
核
で
一
九
一
六
年
五
月
に
逝
去
し
た
。ま
た
、

キ
リ
ス
ト
教
へ
の
入
信
を
反
対
し
た
父
武
が
同
年
一
二
月
に
胃
癌
で
亡
く
な
っ

た
。
妻
と
父
の
喪
失
と
彼
ら
へ
の
愛
惜
。
悲
哀
は
大
き
く
な
っ
て
ゆ
か
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
。
そ
の
彼
が
定
稿
『
惜
し
み
な
く
愛
は
奪
ふ
』（
一
九
二
〇
年
）
の
中

で
次
の
よ
う
に
語
る
。

私
は
永
劫
に
対
し
て
私
自
身
を
点
に
等
し
い
と
思
ふ
。
永
劫
の
前
に
立
つ

私
は
何
も
の
で
も
な
い
だ
ら
う
。
そ
れ
で
も
点
が
存
在
す
る
如
く
私
も
亦
永

劫
の
中
に
存
在
す
る
。
私
は
点
と
な
つ
て
生
れ
出
た
。
而
し
て
瞬
く
中
に
跡

形
も
な
く
永
劫
の
中
に
溶
け
込
ん
で
し
ま
つ
て
、
私
は
ゐ
な
く
な
る
の
だ
。

そ
れ
も
私
は
知
つ
て
い
る
。（
中
略
）
然
し
私
は
生
れ
出
た
。
私
は
そ
れ
を

知
る
。
私
自
身
が
こ
の
事
実
を
知
る
主
体
で
あ
る
以
上
、
こ
の
私
の
生
命
は

何
と
い
つ
て
も
私
の
も
の
だ
。
私
は
こ
の
生
命
を
私
の
思
ふ
や
う
に
生
き
る

こ
と
が
出
来
る
の
だ
。
私
の
唯
一
の
所
有
よ
。
私
は
凡
て
の
懐
疑
に
か
ゝ
は

ら
ず
、
結
局
そ
れ
を
尊
重
愛
撫
し
な
い
で
ゐ
ら
れ
よ
う
か
。
涙
に
ま
で
私
は

自
身
を
痛
感
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（『
有
島
武
郎
全
集
』
第
八
巻
、一
二
七
頁
）
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有
島
は
自
己
の
存
在
が
「
瞬
く
中
」
に
消
え
去
る
「
永
劫
」
の
中
の
「
点
」
で

あ
っ
て
も
、
じ
じ
つ
、
そ
の
「
点
」
が
存
在
す
る
瞬
間
、
今
を
所
持
し
、
ま
た
、

「
尊
重
愛
撫
」す
べ
き「
私
」を
も
確
か
に
所
有
し
て
い
る
と
実
感
し
た
。
彼
に
と
っ

て
、
唯
一
信
頼
で
き
る
の
は
、「
私
」
の
存
在
と
「
私
」
の
在
る
「
今
」
だ
け
で
あ
っ

た
。
彼
の
「
本
来
あ
る
べ
き
私
」
は
「
私
」
と
「
今
」
と
い
う
二
点
を
も
っ
て
完

成
に
い
た
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
故
、
彼
は
「
今
」
に
「
最
大
無
限
の
価
値
」
を
置

き
、し
か
も
、「
過
去
」
か
ら
も
「
未
来
」
か
ら
も
拘
束
さ
れ
な
い
自
由
な
「
今
」

を
「
生
命
の
緊
張
」
を
も
っ
て
確
か
に
生
き
る
「
リ
ア
リ
ス
ト
」
で
あ
ろ
う
と
す

る
。
さ
ら
に
、
彼
の
内
発
的
要
求
（
＝「
内
な
る
声
」）
に
促
さ
れ
て
「
本
能
的
生

活
（Im

pulsive L
ife

）」
者
と
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
。

　

彼
は
「
私
」
と
し
て
の
存
在
と
「
私
」
の
あ
る
「
今
」
に
信
頼
を
お
こ
う
と
し

た
。
し
か
も
、
自
ら
が
目
指
す
「
本
能
的
生
活
」
の
「
本
能
」
を
「
内
な
る
声
」

と
捉
え
、
こ
の
「
本
能
の
働
き
」
を
「
愛
」
と
見
な
し
た
。
そ
し
て
こ
の
「
愛
な

る
も
の
」
は
「
外
界
」
を
容
赦
な
く
略
奪
し
て
、「
私
」
の
中
に
投
入
し
つ
づ
け

る
力
を
も
ち
、「
私
」
を
成
長
、
完
成
へ
と
赴
か
せ
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、「
愛
」

を
有
す
る
「
私
」
は
「
他
者
」
を
、「
外
界
」
を
摂
取
し
つ
づ
け
る
こ
と
で
豊
か

に
成
長
し
、
充
実
し
、
完
璧
に
な
っ
て
ゆ
く
の
だ
。「
私
」
の
進
路
に
は
障
害
は

な
く
、「
私
」
の
「
外
界
」
は
「
私
」
の
獲
物
に
す
ぎ
な
い
。「
私
」
は
何
も
の
に

も
汚
さ
れ
、
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
拡
大
し
、「
本
来
の
あ
る
べ
き
私
」
と
な

る
。
有
島
は
云
う
。

愛
は
自
己
へ
の
獲
得
で
あ
る
。
愛
は
惜
し
み
な
く
奪
ふ
も
の
だ
。
愛
せ
ら

れ
る
も
の
は
奪
は
れ
て
ゐ
る
が
不
思
議
な
こ
と
に
は
何
物
も
奪
は
れ
て
は
ゐ

な
い
。
然
し
愛
す
る
も
の
は
必
ず
奪
つ
て
い
る
。
　
　
　
　

（
同
書
、一
八
〇
頁
）

　

有
島
は
不
可
解
な
「
愛
の
略
奪
」
を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
文
章
の
後

に
、
ダ
ン
テ
の
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
へ
の
愛
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ン
テ
は
た
っ
た

一
度
会
っ
た
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
に
愛
を
抱
き
つ
づ
け
た
が
、
彼
女
は
ダ
ン
テ
の
そ

の
心
を
知
ら
ず
に
他
へ
と
嫁
い
で
い
っ
た
。「
ダ
ン
テ
だ
け
が
、
秘
め
た
心
の
中

に
彼
女
を
愛
し
た
。
而
も
彼
は
空
し
か
つ
た
か
。
ダ
ン
テ
は
い
か
に
ビ

マ

ヤ
ト
リ

マ

ス

か
ら
奪
つ
た
こ
と
ぞ
。
彼
れ
は
一
生
の
間
ビ
ヤ
ト
リ
ス
を
浪
費
し
て
な
ほ
余
る
程

こ
の
愛
人
か
ら
奪
つ
て
ゐ
た
で
は
な
い
か
。（
中
略
）
見
よ
愛
が
い
か
に
奪
ふ
か

を
。
愛
は
個
性
の
飽
満
と
自
由
と
を
成
就
す
る
こ
と
に
の
み
全
力
を
尽
し
て
ゐ
る

の
だ
。
愛
は
嘗
て
義
務
を
知
ら
な
い
。
犠
牲
を
知
ら
な
い
。
献
身
を
知
ら
な
い
。

奪
は
れ
る
も
の
が
奪
は
れ
る
こ
と
を
ゆ
る
し
つ
ゝ
あ
ら
う
と
も
あ
る
ま
い
と
も
、

そ
れ
ら
に
煩
は
さ
れ
る
こ
と
な
く
愛
は
奪
ふ
。」（
同
書
、
一
八
一
頁
）
。

　

有
島
の
「
愛
の
略
奪
」
は
「
愛
の
対
象
」
に
心
を
向
け
る
こ
と
で
「
甘
美
」
を

与
え
、
そ
し
て
思
い
描
く
こ
と
で
「
豊
か
さ
」
を
も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
、
彼
は

対
象
と
の
実
際
上
の
交
際
に
よ
っ
て
煩
わ
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
私
」

が
変
え
ら
れ
る
こ
と
に
大
変
な
恐
怖
を
抱
い
て
い
た
。
彼
は
た
だ
興
味
あ
る
対
象

を
一
方
的
に
思
い
つ
づ
け
る
こ
と
で
「
私
」
を
飽
満
に
さ
せ
、
対
象
と
の
直
接
の

交
流
を
行
わ
な
い
こ
と
で
、「
自
由
」
を
保
ち
つ
づ
け
よ
う
と
し
た
。
彼
は
キ
リ

ス
ト
者
が
自
己
を
空
し
く
し
て
行
う
「
献
身
」、「
犠
牲
」
に
偽
善
者
と
し
て
の
臭

い
を
感
じ
、
嫌
悪
し
、
そ
れ
以
上
に
、「
献
身
」、「
犠
牲
」
に
よ
っ
て
生
じ
う
る

「
私
」
の
内
発
的
要
求
の
抑
圧
、
ま
た
、
そ
れ
よ
り
起
こ
り
う
る
「
私
」
の
変
形

を
も
極
端
に
嫌
っ
た
。
彼
は
「
私
」
を
傷
つ
け
、
ひ
び
を
入
ら
せ
る
も
の
を
極
度

に
拒
絶
す
る
と
と
も
に
、
関
心
の
あ
る
も
の
の
み
を
ひ
た
す
ら
思
い
、
描
き
つ
づ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
拡
充
し
つ
づ
け
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ
れ
故
、
彼
は
現
実
に

自
己
を
犯
し
、
自
己
に
「
変
革
」
を
求
め
る
危
険
性
の
少
な
い
「
無
垢
な
存
在
」

に
親
近
感
を
抱
き
、ま
た
一
方
で
は
、自
己
の
飽
満
、完
成
に
一
切
寄
与
し
な
い「
愛
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さ
な
い
」
も
の
を
彼
の
「
愛
の
略
奪
」
の
外
に
放
逐
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
今
あ

る
こ
の
「
私
」
を
是
認
し
、そ
し
て
こ
の
「
私
」
の
拡
充
、完
成
に
の
み
努
め
る
。

し
か
し
、
肉
体
を
有
す
る
「
私
」
は
「
外
界
」
を
際
限
な
く
摂
取
し
つ
づ
け
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
。
肉
体
を
有
す
る
「
私
」
の
容
量
に
も
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
肉
体
を
有
す
る
「
私
」
は
永
遠
に
生
存
し
つ
づ
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

人
間
は
必
ず
い
つ
か
死
ぬ
。
何
時
か
肉
体
が
亡
び
て
し
ま
ふ
。
そ
れ
を
避

け
る
こ
と
は
ど
う
し
て
も
出
来
な
い
。
然
し
難
者
が
、
私
が
愛
し
た
が
故
に

死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
、
私
の
個
性
の
成
長
と
自
由
と
が
失
は
れ
て
ゐ
る
と

考
へ
る
の
は
間
違
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
個
性
の
亡
失
で
は
な
い
。
肉
体
の
破

滅
を
伴
ふ
ま
で
生
長
し
自
由
に
な
つ
た
個
の
拡
充
を
指
し
て
ゐ
る
の
だ
。（
中

略
）
愛
し
た
も
の
ゝ
死
ほ
ど
心
安
い
潔
い
死
は
な
い
。
そ
の
他
の
死
は
凡
て

苦
痛
だ
。
そ
れ
は
他
の
為
め
に
自
滅
す
る
の
で
は
な
い
。
自
滅
す
る
も
の
ゝ

個
性
は
死
の
瞬
間
に
最
上
の
成
長
に
達
し
て
ゐ
る
の
だ
。
即
ち
人
間
と
し
て

奪
ひ
得
る
凡
て
の
も
の
を
奪
ひ
取
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
　
　
　

（
同
書
、一
八
四
頁
）

　

「
私
」
の
消
滅
と
「
私
」
の
容
量
の
限
界
は
紛
れ
も
な
い
厳
然
た
る
事
実
と
し

て
存
在
す
る
と
き
、有
島
は
こ
の
状
況
下
で
、死
の
時
点
を「
私
」の
容
量
の
飽
和
、

す
な
わ
ち
、「
私
」
の
完
成
で
あ
る
「
本
来
の
あ
る
べ
き
私
」
の
成
就
の
と
き
だ

と
考
え
た
。
彼
は
「
私
」
を
偏
愛
す
る
と
と
も
に
絶
対
化
し
、
そ
し
て
「
外
界
」

を
「
私
」
の
「
奴
婢
」
と
し
た
。
そ
れ
故
、「
存
在
す
る
私
」
の
消
失
は
否
定
し

え
な
い
事
実
と
し
て
あ
り
え
て
も
、
彼
は
そ
れ
を
容
認
し
て
、
自
然
に
時
の
流

れ
る
下
で
消
え
去
る
の
を
承
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
自
ら
が
「
外

界
」
を
飲
み
尽
し
て
獲
得
し
た
「
本
来
の
あ
る
べ
き
私
」
成
就
を
自
ら
の
存
在
の

終
焉
と
同
一
視
し
て
い
た
。
彼
は
「
本
来
の
あ
る
べ
き
私
」
希
求
の
も
と
で
、
い

つ
し
か
「
時
間
」
さ
え
も
「
外
界
」
の
事
物
と
見
な
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、「
外
界
」
に
位
置
す
る
「
時
間
」
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
は
ナ
ル
シ
ス

ト
、
有
島
に
は
堪
え
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
余
り
に
も
「
今
あ
る
私
」
を
絶

対
化
し
、
そ
し
て
「
外
界
」
を
「
下
僕
」
と
し
て
取
り
扱
お
う
と
す
る
う
ち
に
、

彼
の
「
あ
る
べ
き
本
来
の
私
」
は
現
実
性
を
失
っ
て
、「
空
想
」
の
世
界
を
自
由

に
飛
翔
す
る
架
空
の
産
物
に
な
り
は
て
た
。
し
か
も
、
彼
は
こ
の
観
念
の
上
で
の

「
あ
る
べ
き
本
来
の
私
」
達
成
を
実
際
に
実
現
可
能
と
見
な
し
た
と
こ
ろ
に
彼
の

悲
劇
が
あ
っ
た
。
彼
は
極
度
に
「
私
」
と
「
今
」
と
に
収
斂
す
る
あ
ま
り
、
彼
を

と
り
ま
く
空
間
を
喪
失
し
、
彼
の
有
す
る
時
間
を
も
消
滅
さ
せ
て
、
た
だ
非
歴
史

的
真
空
状
態
の
下
で
「
私
」
の
完
成
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
有
島
は
、そ
の
「
私
」

の
完
成
は
現
実
性
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
の
描
き
あ
げ
た
「
あ
る

べ
き
本
来
の
私
」
は
実
体
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
断
乎
と
し
て
認
め

た
く
な
か
っ
た
。
彼
は
こ
の
錯
覚
を
真
実
と
見
な
し
、
そ
れ
に
の
み
生
き
る
こ
と

に
努
め
た
。

三
　

限
界―

お
わ
り
に
か
え
て―

　

有
島
は
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
月
、「
改
造
」
に
「
宣
言
一
つ
」
と
い

う
評
論
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
は
有
島
に
彼
の
「
本
来
の
あ
る
べ
き
私
」
論
の

不
完
全
さ
と
限
界
を
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

私
は
第
四
階
級
以
外
の
階
級
に
生
れ
、
育
ち
、
教
育
を
受
け
た
。
だ
か
ら

私
は
第
四
階
級
に
対
し
て
は
無
縁
の
衆
生
の
一
人
で
あ
る
。
私
は
新
興
階
級

者
に
な
る
こ
と
が
絶
対
に
出
来
な
い
か
ら
、
な
ら
し
て
貰
は
う
と
も
思
は
な

い
。
第
四
階
級
の
為
め
に
弁
解
し
、
立
論
し
、
運
動
す
る
そ
ん
な
馬
鹿
げ
切

つ
た
虚
偽
も
出
来
な
い
。
今
後
私
の
生
活
が
如
何
様
に
変
ら
う
と
も
、
私
は
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結
局
在
来
の
支
配
者
階
級
の
所
産
で
あ
る
に
相
違
な
い
こ
と
は
、
黒
人
種
が

い
く
ら
石
鹸
で
洗
ひ
立
て
ら
れ
て
も
、
黒
人
種
た
る
を
失
は
な
い
の
と
同
様

で
あ
る
だ
ら
う
。
従
つ
て
私
の
仕
事
は
第
四
階
級
者
以
外
の
人
々
に
訴
へ
る

仕
事
と
し
て
始
終
す
る
外
は
あ
る
ま
い
。

（「
宣
言
一
つ
」（『
有
島
武
郎
全
集
』
第
九
巻
所
収
）、
九
頁
）

　

「
外
界
」
を
自
由
に
摂
取
し
、「
同
化
」
し
え
る
と
信
じ
て
い
た
彼
が
、
今
、
台

頭
し
て
き
た
労
働
者
の
前
に
あ
っ
て
、
そ
の
労
働
者
階
級
を
吸
収
で
き
な
い
と

の
「
宣
言
」
を
行
っ
た
。
彼
の
「
あ
る
べ
き
本
来
の
私
」
は
「
第
四
階
級
」
と
い

う
強
敵
に
阻
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
彼
が
た
と
え
こ
の
階
級
を
彼
の

関
心
の
外
に
置
く
「
愛
さ
な
い
」
階
級
と
見
な
そ
う
と
し
て
も
、
現
実
に
存
在
す

る
こ
の
階
級
は
い
や
が
上
に
も
彼
に
自
ら
の
存
在
を
意
識
さ
せ
、
そ
し
て
思
う
が

ま
ま
に
「
あ
る
べ
き
本
来
の
私
」
成
就
へ
と
突
進
し
よ
う
と
す
る
思
い
に
亀
裂
を

生
じ
さ
せ
る
。
し
か
も
、
こ
の
階
級
は
非
歴
史
的
真
空
状
態
で
自
由
に
拡
充
し
つ

づ
け
て
い
た
「
私
」
を
「
空
間
」
に
位
置
す
る
存
在
と
し
て
意
識
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
有
島
が
い
み
じ
く
も
語
っ
た
「
第
四
階
級
者
以
外
の
人
々
に
訴

へ
る
仕
事
」
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
「
私
」
拡
充
に
限
定
を
設
け
た
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
彼
は
、
一
九
二
三
年
七
月
、
彼
が
所
有
す
る
北
海
道
胆
振
国
の

狩
太
農
場
（
＝
「
有
島
農
場
」）
を
小
作
人
た
ち
に
解
放
し
た
。
こ
れ
は
小
作
人

た
ち
の
解
放
で
あ
る
と
と
も
に
、
有
島
が
「
第
四
階
級
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と

の
願
い
で
も
あ
る
。
「
遠
友
夜
学
校
」
で
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
キ
リ
ス

ト
の
「
虐
げ
ら
れ
た
人
々
」
に
注
ぐ
愛
へ
の
共
感
は
経
済
的
、
階
級
的
に
格
差
と

矛
盾
を
も
つ
社
会
の
実
態
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
を
阻
ん
で
い
っ
た
。
彼
は
自
由

に
「
空
想
の
世
界
」
を
飛
翔
す
る
羽
を
も
ぎ
取
ら
れ
、
そ
し
て
意
識
下
に
眠
ら
せ

て
い
た
「
限
界
の
事
実
」
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
彼
は
「
本

来
の
あ
る
べ
き
私
」
に
全
幅
の
信
頼
を
お
い
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
彼
の
「
本
来
の
あ
る
べ
き
私
」
論
は
徐
々
に
翳
り
だ
し
た
。

　

一
九
二
三
年
六
月
の
「
独
断
者
の
会
話
」
の
中
で
、
有
島
は
「
お
前
は
生
命
と

い
ふ
も
の
を
し
つ
か
り
と
感
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
ゐ
る
の
だ
。
空
虚
が
一
死

の
や
う
に
恐
ろ
し
い
空
虚
が
お
前
の
生
命
を
蝕
み
は
じ
め
た
の
だ
。
そ
の
空
虚
が

段
々
大
き
く
な
つ
て
行
き
は
し
な
い
か
と
い
ふ
予
感
で
、
そ
の
予
感
だ
け
で
、
お

前
は
忍
び
得
な
い
程
慌
て
ふ
た
め
い
て
ゐ
る
の
だ
」（「
独
断
者
の
会
話
」（『
有
島
武
郎

全
集
』
第
五
巻
所
収
）、
五
〇
八
頁
）
と
書
き
記
し
て
い
る
。
彼
は
「
私
」
の
内
奥
に

確
か
に
ひ
そ
む
「
空
虚
」
を
見
つ
け
た
。
彼
は
こ
れ
ま
で
「
本
来
の
あ
る
べ
き
私
」

を
求
め
て
「
相
対
界
」
を
彷
徨
し
つ
づ
け
た
。
し
か
し
、
唯
一
信
頼
で
き
る
確
か

な
存
在
の
「
私
」
の
奥
底
で
空
虚
感
が
漂
い
だ
し
、
し
か
も
、
そ
の
「
私
」
を
蝕

ん
で
い
た
。

　

有
島
は
札
幌
独
立
教
会
退
会
後
、「
相
対
界
」
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
決
意
し
な

が
ら
、
歴
史
的
被
制
約
者
で
あ
る
「
私
」
を
無
制
約
者
で
あ
る
「
神
」
に
ま
で
祀

り
上
げ
る
錯
誤
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
は
、「
私
」
へ
の
偏
愛
、「
私
」
を

変
容
さ
せ
る
こ
と
へ
の
恐
怖
、
あ
る
い
は
、
現
実
の
「
私
」
を
限
り
な
く
拡
充
し

た
い
と
の
欲
望
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
歴
史
的
被
制
約
者
と
し
て
の

「
私
」
を
「
い
の
ち
と
愛
と
光
」
を
尽
き
る
こ
と
な
く
与
え
つ
づ
け
る
無
制
約
者

へ
と
転
化
さ
せ
た
場
合
、
そ
の
「
私
」
は
虚
無
と
絶
望
と
破
滅
へ
と
誘
わ
れ
て
ゆ

く
。
有
島
の
師
で
あ
っ
た
内
村
が
一
九
二
四
年
二
月
に
再
度
「
近
代
人
に
就
て
」

を
「
聖
書
之
研
究
」
二
八
三
号
に
記
し
た
。
多
く
の
俊
秀
の
弟
子
を
も
っ
た
内
村

な
ら
で
は
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
文
を
も
っ
て
結
び
と
し
た
い
。

近
代
人
は
恐
ろ
し
く
あ
る
。
彼
は
自
己
主
義
が
極
度
に
霊
化
し
た
る
者
で

あ
る
。
彼
は
自
己
に
就
て
毛
頭
疑
い
は
な
い
、
而
し
て
万
事
に
就
て
自
己
の
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判
断
の
正
し
く
あ
る
を
固
く
信
ず
る
。
彼
は
万
物
を
自
己
に
服
従
せ
し
め
ん

と
す
る
、
然
れ
ど
も
自
己
は
何
者
に
も
服
従
し
な
い
。
彼
に
彼
れ
自
身
の
道

徳
が
あ
る
、
又
彼
れ
自
身
の
神
と
キ
リ
ス
ト
と
が
あ
る
。
如
斯
に
し
て
彼
は

千
九
百
年
間
の
基
督
信
者
の
実
験
と
し
て
伝
へ
ら
れ
た
る
基
督
教
に
は
全
然

反
対
で
あ
る
。
実
に
近
代
人
は
近
代
文
明
の
生
ん
だ
駄
々
ッ
児
で
あ
る
。
彼

の
宗
教
は
伝
統
的
基
督
教
の
他
者
奉
仕
な
る
に
反
し
、
自
己
奉
仕
で
あ
る
。

近
代
人
は
ま
こ
と
に
恐
ろ
し
く
あ
る
、
然
し
乍
ら
我
等
は
彼
を
恐
れ
な
い
。

彼
は
歴
史
上
最
初
の
実
例
で
な
い
、
彼
に
類
し
た
る
者
は
今
日
ま
で
幾
度
も

世
に
現
は
れ
た
。
近
代
人
の
我
儘
勝
手
が
行
は
る
ゝ
の
で
は
な
い
、
神
の
御

旨
が
成
る
の
で
あ
る
。
故
に
安
心
で
あ
る
。

（『
内
村
鑑
三
全
集
』
二
八
、一
二
八
頁―

一
二
九
頁
）
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